
発電所の売買が非常に増えた現在、販売の前に検査を実施するのが必須になってきています
売り手側は、物件が健全な発電所であること証明できます
買い手側も、安心して買い求めることが出来、購入後のトラブルを未然に防ぐ事が出来ます

実際に遠隔装置や年間の売電成績だけではわからないトラブルを抱えている物件も見られます

①ドローンによる空撮
 売買する発電所の上空から撮影をすることにより周辺の状況まできちんと確認出来ます
②開放電圧の測定
 断線等がないか調べます
③ＩＶカーブの測定
 発電性能を発揮できているか調べます
④絶縁抵抗の測定
 漏電していないか調べます
⑤架台やパネル、配線、パワコン、フェンス等目視検査
 多数の項目に異常が無いか調べます

一般社団法人 太陽光発電安全保安協会の太陽光メンテナンス技師が調査・報告書を作成します

低圧発電所の売買その前に

ご用命・ご相談は


